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国
際
口
承
文
芸
学
会

　

第
十
六
回
大
会
参
加
報
告

丹 

菊　

逸 

治　

二
〇
一
三
年
六
月
二
十
五
日
（
火
）
か
ら
二
十
九
日
（
土
）
ま
で

リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
ビ
リ
ニ
ュ
ス
市
で
第
十
六
回
国
際
口
承
文
芸
学
会

（ISFN
R 2013

）
が
開
催
さ
れ
た
。

前
回
の
ア
テ
ネ
に
続
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
都
で
の
開
催
で
あ
る
。

リ
ト
ア
ニ
ア
は
人
口
三
二
五
万
人
。
一
九
〇
〇
年
に
ラ
ト
ビ
ア
、
エ
ス
ト

ニ
ア
と
と
も
に
旧
ソ
連
か
ら
独
立
を
回
復
し
た
「
バ
ル
ト
三
国
」
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

バ
ル
ト
三
国
は
お
互
い
に
全
く
異
な
る
言
語
を
国
語
と
す
る
。
な
か
で

も
リ
ト
ア
ニ
ア
語
は
印
欧
語
族
の
中
で
も
古
風
な
特
徴
を
保
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
、
言
語
学
者
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。
ロ
シ
ア
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
な

ど
の
強
国
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
独
自
の
文
化
様
式
も
守
り
続
け
て

い
る
。
今
回
の
開
催
地
と
な
っ
た
ビ
リ
ニ
ュ
ス
市
は
リ
ト
ア
ニ
ア
の
首
都

で
あ
り
、
都
市
圏
の
人
口
は
お
よ
そ
八
五
万
人
。
決
し
て
大
き
く
は
な
い

が
旧
市
街
は
ま
さ
に
古
都
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
く
美
し
い
街
並
み
が
保
存

さ
れ
て
い
る
。
丘
の
上
に
は
「
ゲ
テ
ィ
ミ
ナ
ス
城
」
も
復
元
・
整
備
さ
れ

観
光
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
な
お
城
の
一
角
に
あ
る
ゲ
テ
ィ
ミ
ナ
ス

塔
は
破
壊
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
系
国
民
の
一
部

は
リ
ト
ア
ニ
ア
語
が
苦
手
だ
と
い
う
話
も
聞
く
が
、
ビ
リ
ニ
ュ
ス
の
街
中

で
は
そ
こ
そ
こ
英
語
が
通
じ
る
の
で
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
支
障

は
な
い
。

大
会
会
場

大
会
が
開
催
さ
れ
た
ビ
リ
ニ
ュ
ス
大
学
は
旧
市
街
に
位
置
す
る
。
必
ず

し
も
大
き
く
は
な
い
が
、
一
五
七
九
年
創
立
の
歴
史
を
誇
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
最
古
の
大
学
の
一
つ
で
あ
る
。
今
大
会
の
使
用
言
語
は
英
語
で
あ
り
、

大
会
運
営
も
リ
ト
ア
ニ
ア
の
研
究
者
に
よ
る
研
究
発
表
も
全
て
英
語
で

あ
っ
た
。
今
回
は
世
界
各
国
か
ら
お
よ
そ
二
四
〇
組
の
発
表
が
あ
っ
た
。

各
二
十
分
の
発
表
と
十
分
間
の
質
疑
応
答
で
あ
る
。
た
だ
、
会
場
に
は
余

裕
が
あ
る
た
め
司
会
の
取
り
計
ら
い
に
よ
っ
て
時
間
に
は
多
少
の
融
通
が

き
く
。

国
際
学
会
の
例
に
も
れ
ず
参
加
費
は
若
干
高
め
（
当
日
参
加
三
五
〇

ド
ル
）
だ
が
、
そ
の
代
わ
り
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
ホ
テ
ル
の
手
配
な
ど
は
旅

行
会
社
が
請
け
負
っ
て
い
る
よ
う
で
、
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。
ビ
リ

ニ
ュ
ス
大
学
の
人
文
学
部
は
古
い
歴
史
が
あ
る
が
、
数
百
人
規
模
と
は
い

え
国
際
学
会
は
な
か
な
か
開
催
で
き
な
い
よ
う
で
、
今
大
会
も
そ
の
意
気

込
み
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
十
一
時
三
十
分
か
ら
ビ
リ
ニ
ュ
ス
大
学

の
シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
文
部
科
学
省
ダ
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イ
ニ
ウ
ス
・
パ
ヴ
ァ
ル
キ
ス
大
臣
に
続
い
て
、
ビ
リ
ニ
ュ
ス
大
学
ジ
ュ
ー

ラ
ス
・
バ
ニ
ス
学
長
、
リ
ト
ア
ニ
ア
・
リ
サ
ー
チ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
ル
ー

タ
・
ペ
ト
ラ
ウ
ス
カ
イ
テ
副
議
長
、
リ
ト
ア
ニ
ア
文
学
・
口
承
文
芸
協
会

の
ミ
ン
ダ
ウ
ガ
ス
・
ク
ヴ
ィ
エ
ト
カ
ウ
ス
カ
ス
会
長
、ISFN

R

の
ウ
ル

リ
ヒ
・
マ
ル
ツ
ォ
ル
フ
会
長
が
次
々
に
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。
文
部
科
学

大
臣
の
列
席
か
ら
も
、
今
大
会
へ
の
力
の
入
れ
よ
う
が
分
か
る
。
続
い
て

十
四
時
三
十
分
か
ら
十
六
時
三
十
分
ま
で
は
マ
ル
ツ
ォ
ル
フ
会
長
、
ヴ
ィ

ル
モ
ス
・
ヴ
ォ
イ
ク
ト
氏
、
ギ
エ
ド
レ
・
シ
ュ
ミ
テ
ィ
エ
ネ
氏
ら
に
よ
る

プ
レ
ナ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
続
い
て
五
時
か
ら
研
究
発

表
大
会
が
開
始
さ
れ
た
。
最
近
の
流
行
ど
お
り
に
、
予
稿
集
が
Ｂ
４
判
サ

イ
ズ
の
単
行
本
形
式
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
の
は
便
利
だ
っ
た
。
そ
の
ま

ま
報
告
書
と
し
て
図
書
館
に
納
本
も
し
や
す
い
。
ち
ゃ
ん
とISBN

も
付

さ
れ
て
い
る
。
国
際
学
会
で
は
残
念
な
が
ら
発
表
キ
ャ
ン
セ
ル
が
し
ば
し

ば
あ
る
。
そ
う
い
う
場
合
で
も
研
究
者
と
研
究
テ
ー
マ
に
か
ん
す
る
情
報

が
得
ら
れ
る
予
稿
集
は
重
要
で
あ
る
。（
以
下
発
表
者
名
お
よ
び
発
表
タ

イ
ト
ル
は
原
語
表
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
）。

大
会
概
要

大
会
は
四
日
間
、
八
会
場
に
分
か
れ
て
い
た
。
今
回
の
主
要
テ
ー
マ
は

次
の
六
つ
で
あ
る
。

「N
arrative Genres

（
語
り
の
ジ
ャ
ン
ル
）」（
八
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

「N
om

o N
arrans

（
ホ
モ
・
ナ
ラ
ン
ス
）」（
二
回
の
パ
ネ
ル
と
五
回
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
）

「Folk N
arrative &

 Social Com
m

unication

（
民
間
の
語
り
と
社

会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）」（
八
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

「Crossing the Boundaries

（
境
界
を
越
え
て
）」

「BN
N

 sym
posium

: A
lternative Beliefs: From

 V
ernacular 

N
arratives to Practices

（BN
N

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
民
間
信
仰
：

土
着
の
語
り
か
ら
実
践
ま
で
）」（
五
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
合
間
に
三
回

の
パ
ネ
ル
））

「Charm
s sym

posium

（
呪
文
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）」（
七
回
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
）

こ
れ
ら
は
基
本
的
に
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
会
場
を
毎
日
使
用
し
、
数
回
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
け
ら
れ
て
発
表
と
討
議
が
行
な
わ
れ
た
。
各
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
三
～
四
組
の
発
表
お
よ
び
必
要
に
応
じ
て
パ
ネ
ル
で
構
成
さ
れ
る
。

こ
の
六
テ
ー
マ
の
ほ
か
に
、
残
り
二
つ
の
会
場
で
は
次
の
九
つ
の
ミ
ニ
・

テ
ー
マ
が
さ
ら
に
並
行
し
て
行
わ
れ
た
。

「T
he Litvaks: Perspectives on T

he Folklore of T
H

e Jew
s 

of Lithuania

（
リ
ト
ア
ニ
ア
国
内
ユ
ダ
ヤ
人
の
伝
承
）」（
二
回
の
パ

ネ
ル
）
お
よ
び
「N

arrating T
he Litvaks T

oday

（
今
日
の
リ
ト

ア
ニ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
語
る
）」（
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
）

「Folk N
arrative in T

he M
odern W

orld: Com
puters and 

T
he Internet

（
近
代
世
界
に
お
け
る
民
間
伝
承
：
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
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と
ネ
ッ
ト
）」（
二
回
の
パ
ネ
ル
）
お
よ
び
「Folk N

arratives &
 

M
odern T

echnologies

」（
三
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

「D
id I T

ell Y
ou about T

his H
orse Radish? Stories of Local 

Food Culture

（
地
域
の
食
文
化
に
か
ん
す
る
物
語
）」（
一
回
の
パ

ネ
ル
）

「Child-Lore and Y
outh-Lore

（
子
ど
も
や
青
年
た
ち
の
伝
承
）」

（
一
回
の
パ
ネ
ル
）

「Folklore IN
/A

N
D

 T
ranslation

翻
訳
論
」（
二
回
の
パ
ネ
ル
）

「Gender and Identity in Fairy T
ales by W

om
en W

riters

（
女
性
作
家
に
よ
る
妖
精
昔
話
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
）」（
一
回
の
パ
ネ
ル
）

「T
heorizing Enchantm

ent

（
魔
法
の
理
論
化
）」（
二
回
の
パ
ネ
ル
）

「Listener/W
itness:N

arrative Serialization across T
im

e, 
Place and Em

otion

（
聞
き
手
／
目
撃
者
：
時
間
と
空
間
と
感
情
に

ま
た
が
る
語
り
の
連
続
性
）」（
一
回
の
パ
ネ
ル
）

「W
hy Should Folklre Students Study D

ead Legends?
」（
ラ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

テ
ー
マ
ご
と
に
分
け
て
あ
る
に
せ
よ
、
研
究
が
多
様
化
し
て
い
る
現
在

で
は
セ
ク
シ
ョ
ン
と
発
表
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
は
内
容
は
必
ず
し
も
予
測
で

き
な
い
。
今
回
の
よ
う
な
充
実
し
た
予
稿
集
は
必
須
で
あ
る
と
感
じ
た
。

ま
た
、
四
日
間
と
は
い
え
、
参
加
者
が
多
い
た
め
に
ど
う
し
て
も
同
じ
時

間
に
発
表
が
重
な
る
。

「C
harm

（
呪
文
）」

今
大
会
で
注
目
さ
れ
た
の
は
ま
ず
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
設
定
さ

れ
た
「Charm

s

（
呪
文
）」
で
あ
る
。
四
日
間
を
通
し
て
七
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
設
け
ら
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
昔
話
」
や
「
叙
事
詩
語
り
」
と
い
っ
た

狭
義
の
「
口
承
文
芸
」
が
世
界
的
に
退
潮
し
て
い
る
の
は
紛
れ
も
な
い
事

実
で
あ
る
。
だ
が
一
方
で
広
義
の
口
承
文
芸
は
必
ず
し
も
消
え
つ
つ
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
今
回
と
り
あ
げ
ら
れ
た
「
呪
文
」
は
世
界
各
地
で
ま
だ

ま
だ
活
発
な
文
化
で
あ
る
。
理
論
的
な
研
究
、
文
献
の
再
評
価
、
さ
ら

に
新
た
な
資
料
の
採
録
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
報
告
が
あ
っ
た
。
例
え
ばLea 

O
lsan

氏
（
英
）
に
よ
る
「From

 Literary T
ext to Perfom

ative 
Ritual

」、Charalam
pos Passalis

氏 （
ギ
リ
シ
ア
）
に
よ
る
「From

 
W

ritten to O
ral T

radition: Survival and T
ransm

form
ation 

of St. Sisinnius Prayer in O
ral Greek Charm

s

」、Jonathan 
Roper 

（
エ
ス
ト
ニ
ア
）
氏
に
よ
る
「T

w
o Significant Charm

s 
A

rchives Com
pared and Contrasted

」
な
ど
で
あ
る
。
現
在
で
も

活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
例
と
し
て
はRajketan Singh Chirom

氏（
イ

ン
ド
）
に
よ
る
「T

radition of Charm
ing am

ong the M
eiteis of 

M
anipur

」
や
、Sadananda Singh M

ayanglam
bam

氏
（
イ
ン

ド
）
に
よ
る
「Supernatural Encounters in Belief N

arratives 
am

ong the M
eiteis of M

anipur

」
な
ど
イ
ン
ド
の
マ
ニ
プ
ー
ル
州

の
呪
術
に
か
ん
す
る
記
述
的
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
で
は
呪
術
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も
超
自
然
的
存
在
へ
の
対
応
も
、
現
在
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
同
時

代
の
現
象
で
あ
る
。
同
じ
地
域
を
対
象
と
し
た
発
表
が
複
数
聞
け
る
の
も

大
型
の
学
会
の
醍
醐
味
で
あ
る
。
口
承
文
芸
研
究
に
お
い
て
は
理
論
的
な

研
究
も
重
要
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
資
料
の
採
録
が
お
こ
な
わ
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
特
に
ア
ジ
ア
地
域
の
実
践
報
告
は
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
て
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

イ
ン
ド
の
よ
う
に
民
族
独
自
の
言
語
や
伝
統
文
化
が
強
く
残
っ
て
い
る

地
域
ば
か
り
で
は
な
い
。
話
者
が
減
少
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
危
機
言
語
」

の
地
域
に
お
い
て
も
そ
う
い
っ
た
「
呪
文
」
文
化
は
残
っ
て
い
る
。
日
本

か
ら
は
永
山
ゆ
か
り
氏
の
ア
リ
ュ
ー
ト
ル
語
の
「
昔
話
」
自
体
が
病
気
や

怪
我
の
治
療
の
た
め
の
呪
文
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ

た
。
今
大
会
で
は
旧
ソ
連
圏
の
う
ち
シ
ベ
リ
ア
に
か
ん
す
る
発
表
は
必
ず

し
も
多
く
な
か
っ
た
が
、
こ
う
い
っ
た
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
現

象
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
こ
と
は
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

リ
ト
ア
ニ
ア
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
は
呪
文
に
か
ん
す
る
伝
統
文
化
が
非
常

に
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
数
多
く
の
発
表
が
あ
っ
た
。
地
元
な

ら
で
は
の
発
表
と
い
え
る
。
な
か
で
もJulija Ladygiene

氏
（
リ
ト

ア
ニ
ア
）
の
「T

he Charm
er and the D

ivine: W
ho is W

ho in 
M

agical Com
m

unication

」
は
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
治
療
を
対
話
モ
デ
ル

に
よ
っ
て
再
検
討
す
る
試
み
の
紹
介
で
あ
る
。
従
来
の
モ
デ
ル
で
は
シ
ャ

マ
ン
は
媒
介
者
と
し
て
超
自
然
的
な
力
を
被
治
療
者
に
与
え
る
だ
け
の
存

在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
。
だ
が
、
実
際
に
は
治
療
行
為
は

シ
ャ
マ
ン
と
被
治
療
者
、
さ
ら
に
高
次
の
存
在
の
相
互
作
用
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
呪
文
や
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
治
療
行
為
を
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
観
点
か
ら
分
析
し
な
お
す
研
究
は
今
後
の
展
開
が
楽
し

み
で
あ
る
。
質
疑
応
答
も
非
常
に
活
発
で
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

「H
om

o N
arrans

（
ホ
モ
・
ナ
ラ
ン
ス
）」

「N
arrative G

enres

（
語
り
の
ジ
ャ
ン
ル
）」

特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
な
く
、
広
く
「
口
承
文
芸
と
そ
の
外
部
」
に
か

ん
す
る
テ
ー
マ
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
例
え
ば
「
口
承
文
芸
と
観
光
」
は

世
界
的
な
テ
ー
マ
と
い
え
る
が
、「N

arrative Genres

（
語
り
の
ジ
ャ

ン
ル
）」
な
ど
い
く
つ
か
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
表
が
あ
っ
た
。T

uom
as 

Hovi

氏
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
に
よ
る
「Old Narratives Finding New

 
Life through T

ourism

」
は
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
ド
ラ
キ
ュ
ラ
伝

説
と
観
光
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
発
表
で
あ
る
。
必
ず
し
も
斬
新
な
切

り
口
が
用
意
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
伝
承
の
現
代
的
変
容
の
一
種
と

し
て
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本
か
ら
も
斉
藤
み
ほ
氏
や
竹
原
威

滋
・
岩
瀬
ひ
さ
み
氏
ら
の
発
表
が
同
じ
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
口
承
文
芸
の
形
式
に
か
ん
す
る
記
述
的
研
究
も
健
在
で
あ

り
、
発
表
は
基
本
的
に
セ
ッ
シ
ョ
ン
「H

om
o N

arrans

」
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
た
。K

arina Lukin

氏
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
に
よ
る
「T

he 
Gram

m
ar of M

oving betw
een T

he W
orlds in N

enets Epic 
Poetry

」
は
ロ
シ
ア
の
ネ
ネ
ツ
民
族
の
叙
事
詩
に
お
け
る
空
間
移
動
の

表
象
に
か
ん
す
る
、
基
礎
的
な
資
料
を
ま
と
め
た
研
究
発
表
で
あ
っ
た
。
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も
ち
ろ
ん
ネ
ネ
ツ
語
テ
ク
ス
ト
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
写
し
て
の
文
体
分

析
で
あ
る
。
壮
大
な
叙
事
詩
の
内
容
を
真
正
面
か
ら
取
り
上
げ
る
も
の

で
、
二
十
分
で
は
若
干
時
間
が
不
足
す
る
力
の
入
っ
た
内
容
だ
っ
た
。
日

本
か
ら
は
奥
田
統
己
氏
に
よ
る
、
ア
イ
ヌ
叙
事
詩
の
リ
ズ
ム
と
ア
ク
セ

ン
ト
に
か
ん
す
る
韻
律
分
析
の
発
表
が
あ
っ
た
。Efrat M

iller

氏
（
イ

ス
ラ
エ
ル
）
に
よ
る
リ
ト
ア
ニ
ア
語
文
法
と
文
体
の
相
互
関
係
の
研
究

「Relationship betw
een T

he Lithuanian Relative M
ood and 

T
he Genre of Padavim

ai 
（H

istorical Legends

）」
な
ど
、
言
語

学
と
重
な
る
発
表
も
ち
ら
ほ
ら
あ
っ
た
。
一
見
地
味
だ
が
、
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
る
成
果
は
さ
ま
ざ
ま
な
応
用
が
き
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。M

airi 
K

aasik

氏
（
エ
ス
ト
ニ
ア
）
に
よ
る
彼
岸
訪
問
譚
の
移
動
表
現
に
か
ん

す
る
研
究
「A

 M
ortal V

isits T
he O

therw
orld: Relativity of 

T
im

e in Fairy T
ales

」
も
興
味
深
い
発
表
だ
っ
た
。
空
間
と
移
動
に

か
ん
す
る
表
現
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
言
語
と
物
語
を
結
び
つ
け
て
い
く
研
究

は
、
自
然
科
学
分
野
に
お
け
る
認
知
科
学
研
究
の
進
展
と
も
無
関
係
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
こ
ち
ら
も
今
後
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

「C
rossing The Boundaries

（
境
界
を
越
え
て
）」

「Litvaks

（
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
）」

欧
州
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
口
承
文
学
研
究
の

発
表
も
多
か
っ
た
。な
か
で
も
セ
ッ
シ
ョ
ン「Crossing The Boundaries

（
境
界
を
越
え
て
）
で
は
、
地
域
的
に
はRosa T

horsteinsdottir

氏

（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
）
に
よ
る
「The Fate of A

T
 556. Icelandic Tale 

T
ypes in the International Context

」
か
らBela M

osia

氏
（
グ

ル
ジ
ア
）
に
よ
る
「Sym

bols of Fire in Georgian Folklore in 
Com

parison to the Global Experience

」
な
ど
の
諸
発
表
に
み
る

よ
う
に
広
範
囲
を
カ
バ
ー
し
、
さ
ら
に
日
本
の
鵜
野
祐
介
氏
に
よ
る
津
波

に
か
か
わ
る
語
り
の
研
究
、Elizabeth Rainey

氏
（U

A
E

）
に
よ
る

T
he A

rt of Storytelling in Em
irati Society: a T

w
enty-First 

Century Ethnographical Collection of Poem
s and Tales from

 
the U

A
E

」
な
どU

A
E

で
の
最
新
の
伝
承
採
録
資
料
の
研
究
な
ど
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
比
較
研
究
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
で
可
能
性
を
探
る
も
の

と
な
っ
て
い
た
。
日
本
か
ら
は
間
宮
史
子
氏
の
グ
リ
ム
童
話
集
の
日
本
で

の
受
容
に
か
ん
す
る
発
表
が
あ
っ
た
。
な
お
比
較
研
究
の
う
ち
、
翻
訳
を

主
と
し
た
発
表
に
は
セ
ッ
シ
ョ
ン
「Folklore IN

/A
N

D T
ranslation

」

と
し
て
独
立
し
た
ミ
ニ
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
定
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
は
横
道

誠
氏
、
野
口
芳
子
氏
の
発
表
が
あ
っ
た
。

地
理
的
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
研
究
者
を

中
心
と
し
た
よ
る
パ
ネ
ル
「Hom

o Narrans, M
ythic Know

ledge 
and Vernacular Im

agination I/II/III

」
も
お
こ
な
わ
れ
た
。Lotte 

T
arkka

氏
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
に
よ
る
「T

he M
aking of M

ythic 
REalm

s: N
egation and V

ernacular Im
agination

」、Irm
a-

Riitta Jarvinen

氏
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
の
「Functions of Saints in 

M
ythic Spaces

」
な
ど
で
あ
る
。
現
在
で
も
民
間
か
ら
の
ノ
ー
ト
蒐
集
が

続
け
ら
れ
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
底
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
思
い
で
あ
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る
。
日
本
で
は
「
カ
レ
ワ
ラ
」
で
す
ら
あ
ま
り
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は

言
い
難
い
。
だ
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
始
め
と
す
る
ウ
ラ
ル
語
族
は
広

い
地
域
に
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
口
承
文
芸
研
究
も
大
き
な
蓄
積
が
あ
る
。

先
に
ふ
れ
たKarina Lukin

氏
の
研
究
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
現
在
で

も
学
ぶ
べ
き
部
分
は
大
き
い
。

ま
た
ユ
ダ
ヤ
口
承
文
芸
を
と
り
あ
げ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
「T

he Litvaks: 
Perspectives on T

he Folklore of T
he Jew

s of Lithuania 

（I. V
ilnius II.Lighuania and Beyond

）
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
も

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。Galit H

asan-Rokem

氏
・D

ani Shrire

氏

（
と
も
に
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
よ
る
「T

he Litvaks: Perspectives on the 

Folklore of the Jew
s of Lithuania

」、Dan Ben-A
m

os

氏
（U

SA
)

に
よ
る
「From

 Rudashevsky to Sutskever: In Search of the 
Ghetto V

ilna Folklore

」
な
ど
リ
ト
ア
ニ
ア
外
の
研
究
者
に
よ
る
研
究

発
表
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。「
ソ
連
に
よ
る
抑
圧
の
被
害
者
」
を
大
き
な

物
語
と
す
る
リ
ト
ア
ニ
ア
に
と
っ
て
、
国
内
少
数
民
族
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人

を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
と
は
い
え
、
高
く
評
価
し
た

い
。
ロ
シ
ア
極
東
に
は
ソ
連
時
代
に
「
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
自
治
地
域
」
と
し

て
建
設
さ
れ
た
ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
州
も
存
在
す
る
。
日
本
に
お
け
る
研
究
の

進
展
に
も
期
待
し
た
い
。

新
た
な
傾
向

技
術
革
新
を
反
映
し
た
パ
ネ
ル
「Folk Narrative in The M

odern 

W
orld: Com

puters and The Internet I/II

」
も
行
わ
れ
た
。Theo 

M
eder

氏
（
オ
ラ
ン
ダ
）
に
よ
る
「A

 Scietific Folktale D
atabase 

Should Be M
ore T

han an O
nline M

useum
 of Stories

」
や

Christoph Schm
itt

氏
（
ド
イ
ツ
）
の
「Belief N

arratives in 
O

nline D
atabases: Retrieval Scenarios and the Problem

 of 
Internationally valid Indexing, Based on the Exam

ple of the 
W

ossiD
iA

 Project

」
な
ど
、V

ioletta K
raw

czyk-W
asilew

ska

氏
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）・J.A

ndrew
 Ross

氏
（
ド
イ
ツ
）
に
よ
る
「Global 

Cooking Stories and the Internet

」
な
ど
ネ
ッ
ト
に
か
か
わ
る
発
表
が

目
立
っ
た
パ
ネ
ル
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
一
段
落
し
た
感
が
あ
る
が
、
そ

れ
は
日
本
の
Ｉ
Ｔ
文
化
が
若
干
先
行
し
て
い
た
せ
い
も
あ
る
。
日
本
以
外

の
国
々
を
考
え
る
限
り
、
こ
の
分
野
は
今
後
ま
ま
す
ま
す
要
注
目
と
な
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
。

「Child-Lore and Y
outh-Lore

」
な
ど
い
く
つ
か
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
リ
ト
ア
ニ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
バ
ル
ト
三
国
か
ら
の
発
表
者
が
大
勢
を

占
め
て
い
た
。
内
容
的
に
も
充
実
し
て
お
り
、
国
内
か
ら
の
参
加
者
が
英

語
で
行
な
わ
れ
る
国
際
学
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
の
は
嬉
し
い
。
今
回

の
大
会
で
は
、
ロ
シ
ア
語
・
ド
イ
ツ
語
の
話
者
も
大
勢
参
加
し
て
い
た
は

ず
だ
が
、
全
て
の
発
表
・
議
事
進
行
が
予
告
通
り
英
語
で
行
わ
れ
た
。
ス

タ
ッ
フ
も
全
員
英
語
を
話
せ
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
若
い
研
究
者
（
学
生
た

ち
）
に
と
っ
て
も
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
口
承
文
芸
・
伝
統
文
化
研
究
を
英
語

で
発
表
す
る
い
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ん
で
も
英
語
が

よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
海
外
と
の
研
究
交
流
に
は
重
要
な
こ
と
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で
あ
ろ
う
。

「
英
語
」
で
運
営
さ
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
内
容
が
粗
雑
に
な
る
は
ず

は
な
い
。
現
に
今
回
の
発
表
で
は
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
研
究
の
勢
い
も
見
過
ご
せ

な
い
充
実
ぶ
り
だ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
研
究
で
は
、
そ

の
地
域
の
言
語
に
精
通
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
回
も
ネ
ッ
ト
上
の

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
か
ら
文
献
の
見
直
し
ま
で
幅
広
い
発
表
が
あ
っ
た
。
私
見
に

な
る
が
ネ
ッ
ト
の
影
響
は
や
は
り
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
語

る
」
と
「
書
く
」
の
境
界
が
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
い
。
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
研

究
が
「
口
承
」「
書
承
」
の
枠
を
越
え
た
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
た
。

新
た
な
時
代
の
ア
ー
カ
イ
ブ
、
つ
ま
り
資
料
蓄
積
へ
の
Ｉ
Ｔ
技
術
の
応

用
に
か
ん
す
る
討
論
セ
ク
シ
ョ
ン
も
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。

「W
hy Should Folklore Students Study Dead Legends?

」
と

い
う
、
い
さ
さ
か
過
激
な
（
し
か
し
あ
り
ふ
れ
た
悩
み
で
も
あ
る
）
タ
イ

ト
ル
を
掲
げ
た
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
半
の
議

論
が
そ
れ
で
あ
る
。
日
本
で
も
大
規
模
な
文
献
・
音
声
資
料
の
電
子
ア
ー

カ
イ
ブ
の
試
み
が
い
ろ
い
ろ
な
方
面
で
研
究
さ
れ
て
い
る
が
、
国
際
的
に

も
ほ
ぼ
同
じ
問
題
意
識
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
電
子

ア
ー
カ
イ
ブ
の
現
実
的
な
問
題
認
識
は
比
較
的
共
有
さ
れ
て
お
り
、
必
ず

し
も
楽
観
的
な
論
調
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
技
術
進
展
に
よ
り
蓄
積
の

速
度
は
ど
ん
ど
ん
あ
が
っ
て
い
る
が
、
分
析
が
追
い
つ
か
な
い
。
こ
れ
は

世
界
中
ど
こ
で
も
同
じ
で
あ
る
。
技
術
に
目
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
着

実
に
研
究
を
進
め
て
行
こ
う
で
は
な
い
か
、
と
い
う
き
わ
め
て
常
識
的
な

見
解
が
次
々
に
表
明
さ
れ
た
の
は
心
強
い
限
り
だ
っ
た
。
狭
い
会
場
に

詰
め
込
ま
れ
て
長
時
間
討
論
す
る
と
多
少
ぎ
す
ぎ
す
し
た
雰
囲
気
に
な
る

が
、
む
し
ろ
本
音
が
出
て
く
る
い
い
機
会
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
激

し
い
な
が
ら
も
後
味
が
悪
く
な
ら
な
い
、
大
会
の
最
後
を
飾
る
に
ふ
さ
わ

し
い
、
雰
囲
気
の
よ
い
討
論
会
だ
っ
た
。

今
大
会
で
は
日
本
か
ら
の
参
加
者
が
比
較
的
多
か
っ
た
。
本
学
会
を
中

心
に
お
よ
そ
九
組
の
発
表
が
あ
っ
た
。
参
加
者
と
発
表
タ
イ
ト
ル
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
（
予
稿
集
に
よ
る
五
十
音
順
）。
ま
た
、
ほ
か
に
海
外
の

大
学
か
ら
の
日
本
人
研
究
者
の
参
加
も
あ
っ
た
。

鵜
野
祐
介
「Stories for Calling Soul: roots of the Strangers 

A
ppearing in Japanese Folk N

arratives Related to 
Tsunam

i

」

奥
田
統
己
「Syllable Num

ber Orientation and A
ccent Orientation 

in A
inu Epic Versification

」

斉
藤
み
ほ
「The Social Significance of Narrative and the Current 

State of Folktales in M
odern Japan

」

竹
原
威
滋
、
岩
瀬
ひ
さ
み
「How

 Can W
e Hand dow

n the Traditional 
Folktales of the A

rea to the Furture Generations? 
Exam

ples: N
ara Folktale Festival and N

ara Folktales 
W

alking M
ap

」

丹
菊
逸
治
・
篠
原
智
花
「Transform

ation from
n Individual A

rt to 
National A

rt in A
inu and Nivkh

」



190

永
山
ゆ
か
り
「Protective and Harm

ful Charm
s of Native People 

in Kam
chatka: Tradition, Practice, and Transm

ission

」

野
口
芳
子
「Influences of Victorian Values in Japanese Grim

m
s' 

Fairy Tales Used by English Translations

」

間
宮
史
子
「Grim

m
s' Fairy Tales in M

odern Japan

」

横
道 

誠
「The Japanese Version of A

TU410 

（Nem
ureru M

ori 
no Bijo

）

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

以
上
簡
単
に
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、
研
究
発
表
は
非
常
に
充
実
し
た
も

の
だ
っ
た
が
、
そ
の
活
動
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
古
都
ビ
リ
ニ
ュ
ス
で

の
滞
在
に
つ
い
て
も
是
非
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
書
籍
展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
だ
が
、
思
っ
た
よ
り
小
規
模
な
も

の
と
な
っ
て
い
た
。
展
示
さ
れ
て
い
た
も
の
も
、
多
く
は
同
時
に
ネ
ッ
ト

公
開
さ
れ
て
い
る
。
口
承
文
芸
研
究
は
必
ず
し
も
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
で
は

メ
ジ
ャ
ー
な
学
問
分
野
で
は
な
い
。
今
後
も
ネ
ッ
ト
の
利
用
は
拡
大
し
て

い
く
と
思
わ
れ
る
。

二
十
七
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
参
加
者
は
ビ
リ
ニ
ュ
ス
・
ア

カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
の
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
ホ
ー
ル
で
リ
ト
ア
ニ
ア
民

族
音
楽
の
夕
べ
に
招
待
さ
れ
た
。
五
人
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
民
族

音
楽
家
グ
ル
ー
プ
「T

rys keturiose

」
お
よ
び
愛
好
家
・
研
究
者
の
グ

ル
ー
プ
「D

ijuta

」
に
よ
る
、
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
形
式
の
リ
ト
ア
ニ
ア
伝

統
歌
謡
で
あ
る
。
現
代
風
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
古
楽
を
復
元
し
た
も
の
も

あ
り
、
音
楽
家
で
あ
る
と
同
時
に
研
究
者
で
も
あ
る
、
と
い
う
彼
ら
の
実

力
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
現
在
で
は
地
元
地
域
で
も
伝
統
が
途
絶
え
た

民
族
音
楽
も
あ
り
、
そ
れ
を
保
存
し
て
い
る
の
が
彼
ら
で
あ
る
。
前
者
は

一
九
八
一
年
、
後
者
は
一
九
七
九
年
か
ら
活
動
し
て
い
る
。

ビ
リ
ニ
ュ
ス
市
域
、
特
に
旧
市
街
は
歩
い
て
回
っ
て
も
十
分
楽
し
め
る
。

小
さ
な
商
店
が
い
く
つ
も
あ
り
、
観
光
客
を
相
手
に
す
る
の
に
も
慣
れ
て

い
る
。
あ
ち
こ
ち
に
過
去
に
滞
在
し
た
文
化
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

文
化
都
市
と
し
て
の
誇
り
が
う
か
が
え
る
。

近
郊
の
町
に
行
く
に
は
バ
ス
が
便
利
だ
が
、
さ
す
が
に
一
日
や
二
日
で

回
れ
る
ほ
ど
小
さ
な
国
で
は
な
い
。
バ
ル
ト
三
国
の
他
の
二
国
エ
ス
ト
ニ

ア
と
ラ
ト
ビ
ア
を
ま
わ
る
と
な
る
と
、
少
な
く
と
も
さ
ら
に
数
日
は
必
要

と
な
る
。
今
回
の
大
会
で
は
ビ
リ
ニ
ュ
ス
の
旧
市
街
の
真
ん
中
に
あ
る
ビ

リ
ニ
ュ
ス
大
学
だ
か
ら
こ
そ
の
滞
在
が
楽
し
め
た
。
口
承
文
芸
は
そ
の
土

地
の
伝
統
文
化
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
へ
行
く
こ
と
で

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
わ
く
。
長
期
間
の
国
際
学
会
参
加
は
な
か
な
か
困

難
だ
が
、
今
後
と
も
日
本
か
ら
の
積
極
的
な
参
加
を
期
待
し
た
い
。

 

（
た
ん
ぎ
く
・
い
つ
じ
／
北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
）


